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清 水 春 雄

序

ホィ 。トマンには多 くの散文 もあるが 、その思 想 は悉 く凝 つ てLeαves・ ノ

Crass「 草 の葉 」 に集 つ て い る と見 る ことが出来 るので、小論 に於 ては専 らこ

の代表作 「草の葉 」の究明に当 る。 同詩集 は周知 の通 り彼 の詩作 の殆ん ど全部

を盛つ た もので、1855年 彼 が36才 の時第 一 版 を刊 行 して か ら1892年73才 で残 す
ユ

るまで歳 と共 に成長 し、改 訂増補九版 を重ね、収む る詩 篇は約400に 及 ん で い る。

そ の詩 題 や 内容 の変遷 は驚 くばか りで あつて、DavidMckayがPerhaps
　

noan七horwasgivenmore七 〇changethanWa1七Whi七man.と 語 る通 り

で あ る。 幾 度 もの改 訂 を経 た ことは「草 の葉」全体 として はそれだ け優 れた もの

に なつたわ けでは あろ うが 、個 々の詩 の イメヂャリィを捉 えよ うとす る者に とつ

て は勘 か らぬ不便 が あ る。 この詩集 はホ イ。トマ ンの全人的 な表現で あるか ら.、

個 々の詩 の幾 行或 は幾 節 か が互 に融通 され合つた として も、 彼 の全的 存在の表

現 として は何 らの異状 もない と自 ら見て い るよ うであ る。 併 し内容 に於 ける改

廃 は個 々の詩 篇の イメヂャリィ追求 を困難 にす るばか りでな く、 往 々にして それ

を徒労 に帰せ しめることが あ る。 リン カン追悼賦 の如 くイメヂ の機能的効果 を

挙 げた纒 りの よい作品は、 ホ イットマンとして は異例の もので、大半は彼 の 自認
ヨ

す る通 り・時 の流 れ と 同 じ く始 め もな く終 り もな い 。或 は 思 想 の 断 片 を の ぞ か せ

た も の と言 え る。 従 つ て 本 稿 に 於 て は 個 々 の 詩 篇 に 囚 は れ ず 、 全 詩 に 亘 つ て 彼

1.第9版 が作 者 自 ら監 修 した最終決 定版で あ る。これ に遣 稿OldAgeEchoesを

加 え た ものが第10版 として1897年 に出 され た。

2.DavidMcK4y:1'refacetotheLeαvesoLfCrαsswithAutobfo9ア αjpゐγ,1900・

3.SongofMγself,§3.
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の 思想 解 明 に役 立 つ主要 な イメヂ を捉 えよ うと努 めた。

ホ イ 。トマンは魂 の詩人で あ る。彼 は民主主義詩人 として知 られて居 り、 そ

れに誤 りはないのであ るが、 その以前 に魂 の詩人 であ ると言 うことが出来 る。
　

彼は魂に関係のないことは何一つ歌わぬとい う。 そして自分の宗派を創めると
ら

い う。 併 し そ れ は 既 製 宗 教 に類 す る宗 教 の意 味 で は な い 。 各 人 の 魂 の 目覚 め を

促 して い るか ら衆 生 済 度 と も言 え るが 、 安 心 立 命 で 終 る と い うの で は な い 。 魂

の 目覚 め は 平 等 人 の 意 識 の 芽 生 えで あ り、 そ し て そ の よ うな 目覚 め た魂 の 接 触

が 僚 友 愛 を深 め 、 そ れ を 母 胎 と して 強 力 な民 主 主 義 社 会 が 実 現 せ ら るべ きで あ

る と説 く。

Loaferを 以 て 任 じ て い る彼 の説 く所 は 、 一 宗 一・派 の 教 義 や 学 説 に 囚 わ れ ず 、

奔 放 な 自然 児 と して 思 付 くま ま に 吐 き出 さ れ た 魂 の 叫 び で あ る 。 勿 論 想 を 練 り

鍛 え た こ と は 当 然 で あ るが 、 そ れ は 室 内 で 古 典 や 辞 書 を 参 照 しつ つ 思 い巡 ら し

た 考 え と して は 表 わ され て い な い 。 整 然 た る理 路 を 辿 る こ と は 出 来 な い 。

例 えば 彼 の 哲 学 的 思 想 に つ い て はJohnAddi119七 〇nSymonds,Ma七 七hie.

ssen,MissParsons等 の好 意 的 批 評 は あ るに して も、 猶 そ の 非 論 理 性 は蔽 う

こ とが 出 来 な い 。(}ayWilsonAllenは こ れ ら批 評 家 の説 を 挙 げ た 後 に 、We

wouldbewas七ingourtime七 〇searchinWhi七111an'swri七ingfora

sys七ema七icorprofessionalphilosophical七heory;bu七heobviousIy

adap七ed,aPplie4andperhapsevendevelopedphilosophieaLideasin

　

hispoe七ryandprose,who七hersys七ema七ica11yorno七.と 述 べ て い る 。

ホイットマンは言 う、 「私 と私の伸間とは、議 論や比喩や押韻詩などで説得
　

す る もの で は な い 、/私 達 は 私 達 自 身 の 存 在 で 説 得 す る の だ 。」 とsimileや

rhymeに も頼 らず 、 ま た 旧 来 の 権 威 に 頼 る要 な し と してmakenoqllo七ations

お

andnoreference七 〇anyO七herwritersを 標 榜 し て い る 。 事 実 、 古 今 の 聖

4.5tarting.fromPaumanok,§12.

5.Ibid.,§7.

6.GayWilsonAnen:MaltUrhitmanHandbook,PP.240241.

7.Song・(ゾtheOpenRoαd,§10.

8.BackωaアdRe∫ereηce.
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賢 、大 詩 人 等 も引例 提 供 者 と レて は彼 の作中 に顔 を出さない♂ ここか ら見て も

型 にはまつ たpoe七icimageに 拠 らなか つ た こ とは 容 易 に察 す ることがで きる

で あろ う。善 も悪 も一切 をこめて現在 を肯定す る彼 には、 殊更 に美 を美 として

讃賞す る考 えはない。 彼 の眼 には現 実の万象 は、 あ るが ままに完全 であ り、凡
　

て は美 しい。 そのために彼 が 目に触れ或 は心 に感ず る凡て の ものを讃 めたた え

る。

読者 は彼 の万有霊魂 の教説 に耳傾 けて い る うちに、 死生 を超 えて万物無尽 の

縁起 を覚 え、 自らの周辺 の一切 を身近か に感 ず る。 大衆 は国民 として の自覚 と

共 に万邦協和 の大道 を悟 る。

ホ イ ッ トマンの粗 剛な逞 しい詩 は、軟 弱 な 韻 律 に 頼 らず 古典的 なpoetic

imageに もよ らな い。 併 し 詩 は 言 葉 を用 いて表 わ した絵 で あると言われ る限

り、彼 の説 くところ も単 な るideaの 羅 列 で は詩 を な さな い。 詩 で あ る限 り・f

メヂ が盛 られて い な けれ ば な らない。 ホイ ットマンの場 合は極 めて現 在的な迫

力 を伴 うイメヂが多い。

イメヂ な る語 は狭 く比喩的 な心 象 を意味す る場合 も多いが、 本稿では広 く描

写 的の意味 に も用 い る。尤 もC.DayLewisに 依 れ ばpoe七icimageはa

pic七uremadeou七 〇fwordsで あつ て 、イメヂ を生 む もの は隠 喩、直喩、形 容

語 句は もとよ り、 純粋 に記述的 な言葉 で あつて も、想像力に訴 える為 に正確 な

事実の描写以上 の何 ものか を生 ず る、 従つてすべ ての詩的 イメヂ は或 る程 度比
エ　

喩的であるとい う。 兎に角詩に於 けるイメヂを通 して作者の性格を窺わんとし

或は作品の解明に役立てん とするな らば、 狭義のイメヂだけを問題 にすること

は当を得ない と考 える。描写的イメヂの頻度 も比喩のそれに劣 らず、 或はよ り

以上に作者のそのものに対 す る関心の度を表わしていると考えられ るか らであ

る。 筆者はホイットマンのイメヂャリィ研究の第一歩 として襲に行つた彼の海の
ヱ　

イ メ ヂ の 研 究 に 於 て も 、 こ の 双 方 の イ メ ヂ を 考 慮 し 、 描 写 的 の もの は 特 に 「自

9.SongoftheOpenRoad,§5.

10・C.DayLewis:ThePoetic∫mαge,P.18.

11.拙 稿 「ホ イ ッ トマ ンの 海 の イ メ ヂ」,小 樽 商 大 「人 文 研 究 」第6輯,1953.
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然 の海 」 と して 整 理 したので あ る。

本稿 に於て もこの方針 を踏襲す るのであ るが、彼 の所謂ca七alogues七yle'lc

浮 ぶ万 象 の描 写 的 イメヂ の個 々 を追 うことは極 めて困難で あ る。(こ の困 難 を容

易 な らしめ るた め に よ き手 掛 として彼 のconcordanGeが 作 られ つつ あ り、 完,
　

成 に近 い。)ホ イットマ ンに とつ て は個 々に意味 あ りとして も、 その個 々が何 で

な ければな らぬ とい うことはない。 個はいつれ も等価値で あつて等 しく宇宙 の

形 成 に役立 つて い るのであ る。kaleidoseopicに 現 れ る もの は 多 くの場 合 宇宙

の種 々相 、 或 は彼 の平等観 の説 明に役立 つて い るので あつて個 々の イメヂよ り

は、種 々相や平 等観 のideaが 掴 まれ れ ば よ い ので あ る。 イメヂャリィの研究 とし

て肝心 な ことは各詩 の中心 をなす イメヂや 、 或 は機能 的な働 きを演 ず る ものを

捉 えることで あろ うが、 ホイ 。 トマ ンの場合 はそれが結局 「草の葉J全 篇 に ゆ

き亘 るkeyimagesを 捉 え る こ と とな るの で あ る。

独 自の宗教 と民主主義 の理想 を説 きすす め る上に、 彼 の と りあげてい る主要

なテーマは、 自己、個 人、大衆、霊魂 、肉体 、死、生 、男、女 、性、成長 、善、

悪、時間、空間、 自由、平 等、愛 、 アメ リカ、新詩 な どで あ るが、 これ らの テ

ーマ に直 接連が るイメヂを主要 な もの と考 える。 その うち比 喩的に も頻度 の大

な るものは次 の通 りで あ る。括弧 内はその表 わす主 な るideaで あ る。

海(死 ・生)、 船(霊 魂 ・新 詩)、 夜(死 ・母)、 母(ア メ リカ)、 草(自 己 ・

大 衆 ・愛 ・新 詩)

本 稿 で は テ ーマ別 に見 た分 類 に従 い先づ 「自己 」を と りあげ、 その自己が如

何 な るイメヂに頼つて表 現 されてい るか を例証 しよ うと思 う。

(使 用 テキス トはLeaves・fGrassbyWaltWhitman,Cen七enary

edi七ionで あ る。)

(一)自 己 の イ メ ヂ

ホ イ ットマンには 「自己 の歌」 とい う長 詩が ある。 それは最初第一 版 の冒頭

12.EdwinHaroldEbby:∠{ConcordanceげMaltη7ゐ 甜mα π・5、乙eα"θ5げ σrα55

and5θZec診e4Pro58〃 『ritin8s.
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オ
に無題で書かれた ものであるが、 後 に種々のtifleを 経て、 現在のSongof

Myselfに 落付いたのである。 これは 「草の葉」全篇に亘つての序詩であつて、

後続の各詩はその解説敷衛 とも見 られる程重要な意義を もつている。 自己の所

信を享け容れさせ る為には、 先づ己れが如何な る人間であるかを理解させ る必

要がある。従つて謂わば彼の自己紹介の弁が多い。 彼 自身のイメヂが豊富に現

れている訳であるが、 本稿はこの 「自已の歌 」のみを対象 としてい るのではな

く、 「草の葉 」全 篇の詩にわたつて自已のイメヂを辿ろ うとす るのである。

彼 自身についてのイメヂは当然のことなが ら年齢の進みに従つた変化があ

る。人生 の盛 りにある時に見 る自已の姿と、 凋落の秋に見 る自已の姿 とは当然

に隔 りがあるであろ う。殊に彼の場合、詩人 としての大使命を覚つた後、 数年

噺にして南北戦争に直面 している
。 弟 の戦傷 を機縁に南下 して戦場の悲惨な光景

を目撃した彼は、側隠の情禁じ難 く看護人を志願して、 長期に亘 り傷病兵の世

話に献身 した。 その過度の奉仕が不幸 にして彼の頑健な肉体をむレばみ中風の

気味があ らわれ、54才 の時は一一一一時重態に陥つた。 その後生涯筆は棄てなかつた

が宿痢 に悩 まされたのである。

終始楡 らぬ霊魂不滅観に安住していたとはいえ、 この生涯の転変が彼の自已

を見 る目に変化を与 え、 そこか ら必然的に若 き日の信条に何 らかの改訂が加え

られているであろ うとは、 想定 され る問題である。霊魂不滅観なる上屋は終生

変 らなかつたとして も、 それを支 える幾多の支柱が徐 々に新陳代謝 していたか

も解 らない。その神観、死生観、 霊肉一体観などに内容上の移 り変 りがあるか

もしれない。 若しこれ らがあるとすれば自已を見 る眼の変化がその因 とな り果

となつているとも考えられる。

彼が自已と呼ぶ ものは、 彼なる特定の個人を指す場合 と一般 の代表 として見

る場合とがある。個人として見 る場合 も、単純に彼 自身を指す場合、 彼 の肉体

を指す場合、彼 の魂 を指す場合などがある。 彼の魂を指す場合は、彼個人の魂

が その分身である普遍の霊或はabsolutebeingを 指す場合がある。そし七 こ

1。1855無 題;1856APoemげ"Ma,ltMhitman,,anAmerican;1860Malt

n7hitmαn;18815・ng・f .Morself.・
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の謂わば個我 と超個人我 との間に屡々飛躍があ り交錯がある。 このよ うな種々

お

の 自巳の観念はdeliberateconfusionof七hemaskand七heselfで あ る と

評 す る人 もあ る程 で あつ て 、 兎 に角彼 の詩 の解釈 を困難 な らしめてい るので あ

る。

い ま彼 の 自己 の イメヂを大体 年 代 を追つて辿つて その変遷 の跡を見 よ うと思

う。前 述の通 り 「草 の葉 」が彼 自身 と共に成長 した ことを思 えば、 彼 自身の イ

メヂ の動 きを捉 え ることは、 彼 の イメヂャリィ研究 の第一 歩で あ り、彼 の思想 を

解釈す る上 の重要な手 掛 りで あ ると考 える。 説 明の便 宜上 第一期(南 北 戦 争以

前 、1855-1860)、 第 二 期(南 北 戦 争 よ り重病 期 まで 、1861-1872)、 第三 期(重

病 以 降 残 年 に至 る、1873-1892)の 三期 に分 け る。期 分 けの年 代 は現 実の事実

によつて はい るが、 イメヂャリィは もとよ り文芸 の世界 の問題 で ある。Allenの

次 の言 葉 は記 憶 す べ きで あ る。

From1855to1892,Wa1七Whitmanhimselfdidevery七hinginhis

power七 〇fos七er七heIi七eraryillusionthat七hepoe七and七hebookヨ
wereider享 七ical.'

Bu七LeavesofGra5s,howeverautobiographicali七maybe,isalso る
aworkofart,whichis七 〇saytheproduc七 〇fcrea七iveimagina七ion.

第 一 期

(1)野 人 ・辮 の 木 「草 の 葉 」 決 定 版 に 依 れ ば 彼 自身 の描 写 の 始 ま りは

Stαrtiagfr。mPauman・klこ あ る。 魚 の 形 を し た ポ ウ マ ノ ク島 で ・ 完 全 な 母 親

か ら生 ま れ 健 や か に 育 て られ て 、 多 く の 土 地 を 歩 き廻 つ た と歌 い 出 して い る

が、 この詩 は1860年 の発表 で あ る。 第一 版 の巻 頭 詩 で あつ たS・ng・fMfr・self

で は 、 そ の 第 一sec七ion、 第 二s七anzaに 、-

IloafeandinvitemySou1;

IIeanandloafoatmyease,observingaspearofasummergrass.

2.L.A.Fielder,"waltwhitmen-Menan(11deas,"Encounter,16.(Jan.

1955).

3.GayWilsonAllen=MaltnzhitmanHα π(1ろook,P .'3・

4.Ibid.,P.4.
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とloaferた る彼 の面 目 を先 づ 画 いて い る。 そ して彼 の描写 的 イメヂ を助 ける

か の如 く・ 口絵 には彼 自身の仕事着姿 の肖像 画 を入 れた。(こ の 肖像 画 は1876

年 版 以降 は挿 絵 と して 同詩 一 前 述 の如 くMaltn7httmanと 改 題 され た場 合

もあ る の直 前 に入 れ られた。つ ば広 の帽子 をかぶつて 、 左手 はヅボンのポ
ユ

ゲツ トにつつ こみ、右手 は腰 にあててい る。 開襟 シヤツの正面 向いた立 ち姿 。)

そ のst.3に は 「私 は37才 、 完 全 な健 康 体 で今 か ら始 め る、/死 に至 るまで 休 ま

ぬ こと を希 い なが ら。」 とい う句が あ るが 、その前行 に 「私 は両親か ら生 まれ、

両親 は又その両親か ら、 その両親 は又 その両親か ら、」 とあ るので、彼個人 とし

て の描写的 な イメヂ は直 ち に は形 成 されない。 而 もこのs七.3並 にs七.4は 本 来

StαrtSngfromPαumαnok,§4に あつ た の を、1881年 にSongofMyselfへ

移 し た もので あ る。 もとs七.3は"Iamyourvoice"で 始 ま り、st.4は"I

celebratemy.elftocelebrateyou・"で 始 ま る。 結 局 そ の「私1は 「君 」 「彼 」

な ど との平 等相 に於 ける 「私」で あ る。即 ちstユ の

t'、Icelebratemysolf,andsingmyself,

AndwhatIassumeyoushallassume,

Foreverya七 〇mbelonging七 〇measgoodbelongstoyou.

を敷 術 した に過 ぎぬ 。 その為 この両stanzaが 割 愛 され た訳 で あ ろ う。今 は前

述 の通 り37才 とか これ は移 され る前 は36才 と あつ た。 実 際 は1819年 生 れで

あ るか ら36才 の方 が正 しい 。 ・死 ぬ迄 や めぬ な どと己れ個人 を指 す句が 出て

い る.そ の為 に現 在 のs・ng・fMyselfは 冒頗 早 く も平 等相 と特 殊 相 の混 乱が

あ る。 ・

併 し §1全 体 か らみて 「私 の舌 は この大 地 、 この大気か ら作 られてい る、」

「清濁併せ呑む、」 「教義、 宗派 を無視す る、」 「本然 のエネルギ ーによ る無 拘

束 の天性 、1と い う表 現 が ら、彼 の 自然 児 た る風貌 が浮 ぶ。今 このよ うな漠然 た

る性格描写 で始 め られ た彼 の 自画像 を追 うて行 こ う。

流派 に囚 はれぬ この 自然児 はた 団自然 の教 に従 うとして、 家の中で あろ ラと

1.DavidMcKay,seditionofLeaveso・"GrasswithAutobiogrαphfr',1900,

P,31.
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外 に い よ うと被 りた い 時 に は帽 子 を被 ると主 張す る。

私はなぜ祈 らねばな らないのか、・・…・儀 式 張 らな け れ ば な らない のか。
　

(§20)

大気は私の味覚に快適である。(§24)

窓扉を下した部屋や学校は私 とは没交渉だ。(§47)

自由を愛す るが為に学問に囚われない ことを強調する余 り、 他の詩に於て も
　

「学問は不用」であるとさえ言 う。 「自由を愛す る和蘭人よ、 私自身君の血統
る

の後商、」だ とい う言葉 も見 える。

S・ng・fMyself,§39第 一 行 に 「あの親 しげ な鷹 揚 な野人 は誰か 、 他人が一一

緒 に居 ることを望 む人 」 として己れ を画 き、

雪片 の如 く掟 な き行動 、草の如 く素朴 な言葉 、櫛 けづ らぬ頭、笑ひ、純真 、

と自 ら評 す る。その笑い は 「泣 きごと言はぬ、」(§20)1私 は悲 歎 すべ き何 もの

もない 、」(§44)で 楽 天 的 な野 人 の像 が固 ま る。 この野人の思いや りは表 面 の

みに とどま らず深 部へ も滲 み透 るとして、 「得 意気 な太陽 よ、 私は君の光 に浴

す る必要 はない、」(§40)と 豪 語 す る。

併 し彼 は己 れ の荒 けづ りの詩 が理 解困難で あろ うことを も懸念 して、 「私 を

理解 しよ うと思へ ば高地 か水辺 に行 け、/身 近 か の蛸 は一 つ の解説 だ 、 波 のひ

と雫 ・そのひ とゆ らぎが鍵 だ・」(§47)とsugges七 す るが ・更 に わが 詩 の糧 さ

を 自認 して、 「私 もまだ少 し も馴 されてい ない、醜訳不能 だ、/野 蛮 な 叫 び を

世界 の屋根 の上 か ら響かせ る、」(§52)と 言 う。 而 も 「私 の言 う意 味 は分 らぬか

もしれぬ、/だ が 君 に健 康 を齎 し、/君 の 血 を 浄 めて 力 を与 え る、」(ibid.)

との信 念 を以 て 「自己 の歌 」 を結 んでい る。

「自己 の歌」以外で この期 の彼 の外貌描写 に役立 つ歌が あ る。 「一本 の槻 の木

……
、 それは全 く独 りぼつ ちで立 つていて、/枝 か ら苔 が垂 れ下 つ てい た、/一

人 の仲 間 もな く、 歓 ば し げな 暗緑 の葉 を物言 うよ うに戦かせていた、/そ して

2.以 下 単 にSectionの 数 の み を示 した もの はSongofMyselfのSec.を 表 わす 。

3.MyselfandMine.

4.SαZutαnMonde!§11.

,
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その粗造 りの物 に屈せぬ・頑丈な姿は私自身を見 る思いをさせた。J,こ の槻の木

のイメヂはそのまま彼の姿であろ う。苔は彼の白髪 を思わしめる。 彼は若白髪

で30才 位で頭髪髪髭共に際立つて白 くなつていた 「私の白髪を馳せ去 る太陽に

向つて打ち靡かす、」(§52)と いつてい るが、他の詩で も 「髪むしやで、陽にや
　

け、白髪 を襟 にた らし、不気味 にやつて来 た、」 「見給 え、 この浅黒い顔、灰色
　

の眼 を、/こ の髪 を、 襟 に型 れ た刈 込 まれ ない白い羊毛 のよ うな この髪 を、」と

画いてい る。

逞 しい楓 の木 の思い は、 「私 はすべて の人 に私の様式 を提供 して来 た、 自信
う 　

あ る足取 りで旅 して来 た。」 「何 よ りも先 づ人間一一一その典型 的 な の は 私 自 身
　

だ。」等の句 と相応ず る強気 を示す。 而 も歓びに戦 く黒褐色の葉は、「何処にあ
　レ

つて も私は常 に 自分 を満足 と勝利 とで充 してい た。」 「これか ら先私 は幸運 を求

めぬ、私 自身が幸 運なのだ、 これか らは不平 も云 わぬ。 ・・…強 く、 心満 ちて私
ユユ

はこの大道を旅 してゆ く。」との楽天観を表 わす。このよ うに第一期の自画像は

先づ楽天的な野人、強健 にして心満ちた る槻の木である。

(2)宇 宙 ・自然 ・大道 「自己の歌」の書 き出しは 「私は自己 を頬 え自

己 を歌 う、/私 がわが ものとす るものは君が君の ものとす るがよい、/私 に属

する凡ての原子は等しく君にも属するのだか ら。」と自他無差別の考 えを先づ披

歴 してい るが、その考 えは §20の 「凡ての人々の申に私 自身を見 る、人々は決

して私以上で もなく又みちん も私以下で もない、/私 が自分について言 うこと

は善悪 ともに彼等について言 うのだ。」に於て も繰返されている。 この無差別観

はどうして生れてい るかを彼の言葉か ら考 えて見たい。

両親がその両親か ら、 その両親が又その両親か らとい う考 えは前に も述べた

が §44に は、一切の過去 を身に享 け完成 した事象の極致 として自己が生れた も

5.15α ω ごπLouisiαnaαLivθ.0α ん σroω`ng.

6.StartingfromPαumαnok,§15.

7.1}eゐoldThisSwarthyFαce.

8.50Long!

9.ByBlueOntαri,(ゲ5Sんorε,§14.

10.Songα.tSun5et.

11.50π90LプtheOpenRoad,§1.
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の と見 て 、 「私 の た めの準備 は宏大無辺 の ものだ 。」 と言い、自己 の素因 として

は、 「自分が片麻岩 や、石炭や、 根 のつなが つた苔 や、果実、穀物 、菜根 と組

合 さつて い るのを発見す る。/私 の全 身 は 四足 獣 や 鳥 類 を以 て 塗 りか ため られ

てい る。」(§31)と 万 物 との繋 が りを感 じて い る。

同 じ く第一版か ら出てい るThereMasαChildMentF・rthに 、 「何 で も

最 初 に 目 に触 れ る ものが あ ると、彼 は そ の ものにな り切 つて 了つた。」 と少年

期 の心境 を歌 つてい るが 、 このよ うに何 にで もな り切 れ る彼で あ るか ら、 「私

の近づ くのに対 して火成岩が昔 の熱気 を噴 き出 して も無駄 だ……/物 体 は互 に

遠 く離 れ て 多種 多様 の形 相 を現 わ して も無駄だ……/鋭 い 階 の海 雀 が北 遠 くラ

ブ ラ ドル へ と飛 び去つて も無駄 だ、/私 は素 早 くそ の跡 を追 い 断崖 の裂 目にあ

るその巣へ と登 つて ゆ く。」(§31)と 言 うの も当然 で あ る。MeTw・,HowL・ng

MewereFo・1'dの 中 で も、 「私 達 は 自然 だ …… 私 達は植物 だ一一一…岩石 だ ……

雲 だ、雨 だ、地 球の所産 だ。」 と歌 つて い るが、植物や岩石 を も自分 と見 るので

あ るか ら、 人 間はた とえ見知 らぬ人々で も親 しく感ず るのは彼 に とつて極 めて

自然で あつて 、 ここか ら次 の詩句が生 れ る。

行 きず りの見知 らぬ人 よ、 君 は私が どれ程 慕わ しげに君 を見てい るか を知

るまい。…….

君 は私 と一 緒 に成 長 し… …共 に あつた少年で あ り少女で あ る。

私は君 と共 に食べ共 に眠つた、 君の肉体 は君だ けの もので な くな り又私 の
　

肉体 は私だ けの もので な くなつ たのだ。

こ うして一切 との関連が我 が身の うちにあ るの を感 じて 、 「ホイ。トマンよ、
ヨ

御身の内部に拡が るものは何か、如何な る海か、いかな る陸か、」 「私の うちに
ヨ

緯 度 は 拡 が り経 度 は 伸 び る、」 と己 れ の 大 を 自 覚 し 、

Otakemy'handWaltWhi七man!

SuGhglidingwonders!suchsigh七sandsounds!

1.7bα5`rα πger.

2.SalutauMon4e!§1.

3.Ibid,,§2.
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Suehjoin,dunendedlinks,eaehhook,dto七henex七, る
Eachansweringa11,eachsharing七heear七hwi七ha皿.

と万 象 の 涯 な き連 鎖 即 無 尽 縁 起 の 世 界 観 が 形 づ く られ て い る。 そ れ も現 在 的 で
ヨ

あ る計 りで な く、 「過去 のすべて も世界の一部、」で あつて 「過去、現在 、未来
　

の一切 のかけ橋 として宏大な る相似、」の存在を悟 る。

この相似の観念か ら彼は、 「一切の ものの奥底に私にとつては私自身が、 君
　 む 　

に とつて は君 自身が認 め られ る、」 ので あつて、 「一切 は君 と私、」 に或 は もつ

と端的 に 「私 」に要約出来 る。 この考 えを更 にはつ きり打 ち出 した ものが、「私
　

は一 切の ものの観念 を もち、一切 の もので あ りそ して一切 の もの を信 ず る。」 と

い う断言で あ る。一切 は彼 の一部で あるとして、 「父 、母、男、女 、市街、 商
　ゆ

品 、奴隷 、小 船等 目に触れ るものは皆わが一部、」 とい う経験 的な考 えよ りも、
コ　

よ り根が深い。 同 じ考 えは、 「君 と君の魂 は一切 の ものを包 括す る。 」に も現

われてい る。 このよ うに君 と私 とは等 しいので あつて、「私が君 と私 自身 を頬 め
コヨ 　き

ることの素 晴 しさ、」と も言 うが、f間 接 の もの は直 接 の もの と等価 値で あ る、」

と見て い る彼 に とつては、君 を歌 い私を歌 うも、 「結 局私は 自分の名 を繰 返 し
コる

呼んで い る」 こととな る。

以上 は 「私」の個体 の発生 をphysicalな 面 を主 として見 た ので あ るが 、 そ

れ をmon七a1に 見 て 、 「私 が 母 か ら生 れ 出 る前 に代々の人 達が私を導 いて くれ

た」(§44)と 言 い 、「私 」 の成 立 の 多様 性 については 「先 在せ る もの と共 に、/

　ら

私 の 父 た ち と 母 た ち と そ し て 過 去 の 時 代 の 推 積 と 共 に 。」 と か 、 「私 達 は 北 欧 古

4.Ibid.,§1.t

5.UnnαmedLands .

6.OntheBeαchαtハ1ightAlone.

7・ByBlueOntαrio'sShore,§16.

8.Ibid.,§17.

9.MithAntecedent,§2.

10.『 ゐereMasαChild .刀7ε 漉For〃i.

11.ASongforOccupαtions,§5 .

12.Songa.tSunset.

13.SongofPrudence.

14・Mhat14mIAf彦er.All.

15.mithAnteceaents,§1 .
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代 の 吟調 詩人 で あ り、予言者で あ り、修道僧で あ り、騎士で ある、 私達 はたや
　　

す く彼 らと又更に多 くの ものを包含す る,」とか述べている。従つて彼が1860年

日本使節親見豊前守一行の行列を見た感想で、日本人の背後にアジアを見、東洋

来 ると叫んでいる心がわか る。 彼にはブロー ドウエイを練つてゆ く行列の動 き

につれて聖な る萬華鏡の如 き変化が現れる。

ただ使節やその島国か ら来た陽にやけた日本人ばか りではない。

しなやかな寡黙の印度人が現われ る、アジア大陸その ものが、 過去が、死

せ るものどもが現われ る。

コ　

封 ぜ られた神秘……がこの観物の行列の中にある。

このよ うな一即 多の考 えを未来に向 けると、 「現 われ来 るべ き一切 の ものを

包有す る ものが私で あ る。」(§44)と な り、更 に 「これ は 唯 一 個 の人 聞で はな
　

い、/順 番に人の父親 となる人達の父親なのだ。」 「彼女 もまた彼女 自身だけの.
　　　

もので はない、/彼 女 は多 くの母 親 の 母親 な のだ 。」 「未知 の もの も既知 の もの
　む

もすべてが一切のものの発生 と力と胚種 とを包含している。」等の句を説 くに至

る。

己れは一切であるとの観念か ら、 己れの心眼をみ ひらけば一 切 は野放 図 な
　

目録 となつて現 われ、 「天 真の我れ 、即 自然 」 と の 句 が そ こか ら出 る。彼 の
ゆ

catalogues七yleは ここか ら生 れて い るので あ つて 、 誕生 か ら死 に至 る縦に見

る人生 の種 々相(§8)も 業 種 別 に横 に見 る人生 の種 々相(§15)も 、 「それ ら

は私 で あ る」(§15)と 観 念せ られ るの で あ る。 そ うした私の申 の種 々相 には背

16.Ibid.,§2.

17.ABroadwαyPαgeant,§2.

18.ISingtheBodyElectric,§7、

1g.Ibid.,§8.

20.Cerms.

21.Spontαneous1晩.

22.彼 自 身 はcatalogueと い う語 を 殆 ど 用 い な い 。 詩 文 中 に は 皆 無 で 只"TheRounded

CatalogueDivineComPlete"のtitleが あ るだ け で あ る 。 こ の 詩 も或 る博 士 の 説 教 に

対 す る批 判 で あ る 。
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反 的 の 要 素 も多 い 。

私 は 老 い た る もの に も若 き もの に も属 し 、 賢 き もの と 同 じ く愚 か な もの に

も属 す る、

父 性 で あ る と共 に 母 性 、 成 人 で あ る と共 に小 児 、

私 は 私 自身 の 種 々 相 に 優 る如 何 な る もの に も反 抗 す る。(§16)

と種 々 相 を 誇 る。 併 し我 が 身 の 肉 体 が もつ 矛 盾 混 沌 を認 め て は 、

1toohad1)eens七ruck})romthefloa七foreverheldinsolu七ion,'

ヨリ
1七 〇〇hadreceivedident,i七ybymybody.A

と不 定 な 混 沌 の 中 か ら生 れ 、 本 性 は 肉 体 に よ つ て 与 え られ て い る こ と を認 め て
ヨる

い るので あ る。更 に 「狼 も蛇 も豚 も私の中 に欠 けてはいなかつ た、」 「私は淫 ら
ゐ

だ、 自分 も囚人 だ、私 の胸 の申 は汚 れてい る。」と叫 ぶ。

この よ うな混沌 矛盾 の統一 を我が姿に見出 して、 「私 は一つ の宇宙」(§24り

で あ ると断 言 し、 私 は宏 大 な るが故 に矛盾 あ り(§51)と 豪 語 して い る。 彼 が

大 道 に呼 びか けて、 「お前 は私が私 自身を表現す るよ りもつとよ く私 を表 現 し
　　

てい る。」 と言 うの も大道 は種 々相 の統一 を表徴 してい るのあでつて、 「宇宙そ
ヨ　

の ものが一つの大道で あ る」 よ うに、 「私 」な る小 宇宙 も大道で あ ると見てい

るので ある。

(3)太 陽 ・創 始 者 これ は ホ ィ 。 トマ ン の 自己申心観 を表 わす。 自己を

宇宙 とみて一切 を包括 す ると ころか ら一歩進み、 一切 は己 れを通ず ると見 るα

私の為 に輻合 す る宇宙 の事象は不断 に流転す る、

凡 て の ものは私の為に書かれている。(§20♪

人 を既 す の は 私 を既 す のだ 、

23.Cross`πgBrook!γn・Ferry,§5 .

24.Ibid.,§6.

25.ToHimThatMasCrucified.

26.SongOLプ 彦ゐeO」 ρenRoα(1,§4.

27.Ibid.,§13.

●
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私 を通 じて霊 感 の 波は寄せ示俊は流 出す る、(§24り

か くて 中 心 に立 て られ た彼 自身 は、 すべて を光被 す る日輪に も劣 らぬ と感 じ

て 、

Wealsoascenddazzlingandtremendousas七hesun.(§25)

と、 私 達(私 と 私 の 魂 の 意)も 凄 じ い 眩 光 を 発 す る太 陽 で あ る と 見 る。 太 陽 な
　

る彼は矛盾す る万象の中に毅然 として立つ 「一切の主人 」である。 彼 は 「他に

依存せずあるがままに」(§20)存 在 し、 「絶対 に自分 自身の主人 どして自らの
ニ のお

欲す る処に赴」 き、「自らの戒律のみを戒と」す る。 偉大なる法則は文句なしに
る

うけ容れ られるが、 私 もそれと同じ型の ものであるか ら自分の教えも享け容れ

られ るであろ う。私はいつかは虚空の中を天体 の如 く、 ある意図の もとに快速
ら

な運動 を展 開 し得 ると確信す る。すべての主人で あ り、 すべて に屈せ ずとい う

考 えか ら、 私 の軌 道は大工 の コンパス位で 自由に され るもので ない として、「私

は不滅で あ る、・…・ノ 私の足 がか りは花 闘岩 にか た くほぞ接 ぎきれてい る、」(§

20)と 大工 出身 の知 識 を の ぞか せ て い る。 己 れの壮厳 さを知 る彼 は更 に、 「私

は内部 も外部 もと もに神聖だ、 そ して何 もので あれ私が触れ或 は触れ られ る も

のを神聖にす る。 ……/こ の頭 は教 会 よ りも聖 典 よ りも凡ての信条 よ りも以上

の ものだ、」(§24)と 歌 うが 、「私 自身 が 絶 えず前 進 す る」(§32)と 見て 、や が

て 「私 自身 が 至 高 な る ものの一人 た る時が やつて くる」(§41)と 言 い 、更 に進

んで 完 成 した事象 の極致 は私で あ るとし又前述の如 く現われ来 る一 切の ものを

包有 す るのが私で ある(§44)と い う考 えか ら、生 命 創 始 に係 わ ると見て 「私
　

は既 に一個 の創造 者であ る」 と歌 う。

(4)眞 の 自己 ・他 の 自己 ホ イ ッ トマ ンにはIandmysonl或 は之 を一

緒 に したWeと い う言葉 が 屡 々繰 返 され る。 そ れは 「自己 の歌」の§1,s七.2に

「私 は さま よい 歩 きわが 魂 を招 く、/夏 草 の穂 を眺 め なが ら思 い の ままに寄 り

1.砿 θImperturbe.

2.Songo∫theOpenRoad,§4.

3.MeTwoBo二 γ5togetherClinging.

4.職 ・Leαrπ52吻Lε ∬ ・nC・mplete?

5.∠lssurαnce.

6.Creαtor.



ホイ ヅトマンのイメヂャリィ(一)(77)

か か り又 は さ まよ う。」 とあ る通 り、彼 のすべて の詩 の旅 は こ うして招かれ誘 い

出 された魂 との二 人旅で あ る。 この道 つれ の判然 た るイメヂはIbelievein

youmysouLで 始 ま る §5に 現 れて い る。 彼 が 己 れ の魂 の ささや きを聞いた

或 る朝 の思出で あ る。

澄 みわ たつ た夏の朝 私 た ちはね ころんでい た、

君 は私の腰に はすかいに君の頭 を置いて私の身体 の上 で 静 か に 向 き を変

え、

私 の肋骨か らシヤツをお し開 けて、 む き出 しになつた私 の心臓 に舌 を さし

入れ た、

そ して私 の髪に触れ、私 の足 をかい抱 くまで君 は私によ りそつて来 た。

こ うして己の魂 の声 を聞いた時、 忽然 として身 の辺 りに平和 と智慧 の拡が る

のを覚 えた。 それは地上凡て の技巧 と論議 を超 えた もので あつた。 彼 は 「神の

霊 は私 自身の兄弟であ ることを知 り、/そ して すべ て この 世 に生 れ 出 て来 た男

は皆私の兄弟で あ り、女 も皆 私 の姉妹で あ り、 恋人で あ り、/そ して 万有 の 内

龍 骨 は愛 で あ る ことを知 り、/野 に 栄 え或 は 萎 む 草 の葉 に は 限 りがない ……」

と悟 つ た。万有 の結 びは、 霊魂 を共に頒 け もつ とい う自覚に基 づ く愛で あると

見 る、即 ち愛 を万有の土 台骨 とす る考 えが生 じてい る。

この よ うな遊離 した魂 の描写 は、 他人 の魂の場合 に もある。例 えば §11に 水

泳 して い る%人 の 若者 とそれ を河 岸 の邸 の中 で眺めてい る1人 の女 が あ る。 女

の魂 は第29人 目の泳 ぎ手 とな つ て 若者 の群 に 交つて行 く。ToThink・fTirne,

§2に は魂 と亡骸 の関 係 を歌 つ て、 「生 者はその視力 で亡骸 を眺 め る、/然 し こ

こに視 力 を もた ない 別 の生 者が ため らいなが ら、 物 珍 らしげに亡骸 を眺 めてい

る。」とある。 これと同 じ考 えは次 の如 き詩 句に現 れてい る。
エ

他の一つの自己即 ち各人の複身は忍び隠れて躍いて行 く。

私の誇 らかな詩篇の前に、未だ嘗つて手 を触れ られたことのない、 語 られ
　

扱 わ れ た こ と の な い 真 の 自 己 の 居 る こ と を 悟 つ た 。

1。SongofthθOpenRoad,§13.

2・AslEbb,dwiththeOceαnofLife,§2.
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この よ うに 肉体 と離 れた私には、魂 の眼即 ち心 眼が開かれてい るので あつて、
ヨ

「私の視覚は私の肉体の眼 とは絶縁した、」と言 う。

霊魂その ものについての彼の考 えを説 くのは本稿の目的ではないので、 ここ

では深入 りしない。ただ万有霊魂、 霊魂不滅観は随所に説かれてい る。

一切のものが例外なしに永遠の霊魂を もつ……

4N

不滅 の他 に何 もの もない ……
ヨ

ー切 は霊的。

　

霊魂それは永遠無窮。

この霊魂を共に頒つ ところか ら、 「この不思議な神 こそ私で あること、/他
　

の神々である私の愛す る男女の間にたち交ること、すべてが驚異である。」「私

が色 々な言廻 しで君に説 くところは、 ただ男 も女 も神と同様だ とい うことだ、
ど

……/君 自身 よ り神聖 な神 はな い ・・…・」等 の言葉が生れてい る。 こ うした神観

　

は当然に 「凡ての建築は君が眺めた時、 君によつてそれ ら本来の ものとな る。」

とい う内在論的な態度と結ばれてい る。

次に 「自己の歌」に於ての我が魂は屡々自己の空想を表わす。 殊にその §33

は この天翔 る霊魂即 ち空想の眼に写 る所謂ca七alogueを 繰 り展げる。 「私は山

脈 をめ ぐり、私の掌は大陸を覆 う、/私 は自分の空想と共に闊歩する。/都 会

の四角な家に住み 樵夫 と共に丸太小屋で夜を明かす、」に始 まつて、海に山

に工場に台所に病院に農場に、プロー ドウエイにユタヤの丘陵に、 天界の果樹

園にと飛び廻 る。 「私は物質的の ものも非物質的の もの も自由にとり入れる、

/い かなる守衛 も私をとどめ、いかな る法則 も私を防 ぐことが出来ない。/私

は ただ暫 くの間だけ錨 をおろす、/私 の使者は絶 えず船で出かけてゆき彼 らの

3.∠1SO轟9げJoy5.

・4
.1bTゐ`π んoL〆.Time,§9.

5.Stαrt`π8∫romPαumαnok,§13.

6.Ibid.,§6.

7.Songαt5麗 π5e`.

8.Lαtvs/orCreations.

9.∠ISoπ9」 葭)アOcc乙 昌P診 α彦ions・ §4.
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報 告 を齎 す 。」 この 空想 の魂 は 、時 には侵 入軍 と共に野宿 し、時には花智 を寝床

か ら追い出して これ と入 り代 る。 又英雄 、殉教者、奴隷、消防手 、老砲手な ど

に もな りかわ る。 この節には この空想 の対 象 た る物或 は人物、例 えば 工am

七h6houndedglave.Iam七hemash,dfiremenwi七hbreas七 一bonebroken.

1a孤alloldar七illerist.等 の句が あ るが 、 その一 々 を小 論 に於 て彼 の イメヂ

として取 り上 げない。 ここに問題 に して い るのは この様 な飛 び歩 く自己 の魂即

ち自分 自身を心 の申で追 うてい る作者 の態度 で ある。 単 な る空想 によ る外界描

写 ではな く空想の申 に活躍す る自己 の姿 を見てい ることが問題で あ る。 そ して

このよ うな行動性 の強 い 自己 の イメヂは第二期以後 は殆ん ど見 られない。

ユ

(5)案 内者 ・教 師 「私 も一 派 の宗 教 を創 め るn」 と歌 うが 、そ れ は、「.ペ

ヨ

々には如何 に凡てが不滅で あるかが判 らぬが、私 にはそれが分つて いる.」 とい

う教 師 意識 に よ つて い る。 自分 の説 くと ころは明々白々の理で あつて、 決 して

鬼面人 を驚かすよ うな奇警 な説 を唱 える訳 ではない。 ,「私 が人 を驚 か す と思 う、
　

か。/真 昼の日光は人を驚かすであろ うか。」と先づ断つている。 平凡な普通

人の一人 として彼が与 えるものは、 お説教や僅かばか りの慈善行為ではないと

して、 ・
る

私が与える時は私自身を与 えるのだ。
う

私は説教や法律 よ り私自身を与 える。

と彼 自身を理解 して貰お うとしている。そしてその信 仰 は平 明 の理 ではある

が、 「凡ゆる信仰の うちで最大であ り最小で ある、/古 代と現代の崇拝物を包
　

含す る…・・ノ 五千年の後 この世 に再 び現 われ るもので ある」 ことを信じてい

る。

彼は人を導 くといつて も決 して部屋や教室や図書館へ案内しない。 「私は永

1.StαrtingfromPaumαnok・ §7.

2.Songo∫1レTyself,§7.

3。ibid.,§lg.

4.Ibid.,§40.

5.Son・go1●tゐ θ0、penRoαd,§15.

6.50ηgo∫Myself,§43.
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遠の旅 を旅す るものだ/… …読 者 の男 な り女 な りの凡てを丘の上に連れてゆ
　

く、/… … 私 の右 の手 で 大陸 の風 光 と大道 とを指 し示 す。 」と言 う。 併 し彼 は

いか な る人 も、他人 のためにその道 を旅 す ることが 出来 ない、 自 らでそれを旅

しな ければな らない とし、私に対 す る質問 には答 え られぬ、 答 はあなた 自身で

見 出せ とすすめ る。長 い間、岸 の板 につか まつて び くび くして い る人 に、 勇敢

に海 のただ中 に飛 び込んで波 に向えと教 える。

Iamthe七eacherofathletes.(§47)

人生 の難 題 に迷 う人 々 を 、海 上 で ため ら う船 と見 たてて、 「水夫 よ、 一・番 よ
ど

い水先案 内を船に乗せ給 え、今小舟 にのせて送つて あげる。」と歌 うが、パ イロ

。ツ トは 自覚せ る魂 の意で あ り
、 魂 の自覚 を促がす のが指導者 た るホイ ットマン

の役 目で あ ると見て い る。

(6)民 衆 の友 ・僚 友 の詩 人 「私 は民 衆 の友で ある、伴侶で ある。」(§7)

と彼 は言 う。 そ して 彼 は人 々が凡 て彼 自身 と同 じ く不滅で あ り又神 秘で あ ると

信 じて い る。己れ と等 しなみに見 る人 々に対 して彼 は、 自分 は最 も平凡で安直

で、 手 近でそ して与 しやすいのだ 、」(§14)と して 、 彼 を受 け容 れ る人 々 に惜

し げ もな く彼 自身を振 り撒 く。 そ して皆 の もち得 る もので な ければ自分 もと ら

ぬ として、 「私は原始的な合言葉 を語 り、デモ クラシーの合図 を贈 る。」(§24)

と歌 う。 同 じ考 えは §23に 私 の言 葉 は近 代 人 の言 葉 、 大衆 の一語(七11eword

En-Masse)と い うのが あ るが、 このstanzaは1867年 の加 筆 で あ る。

彼 は大 衆 の友 と して 、誰れかれの区別 な く呼びか けて、

私は君が誰か を問わぬ、それ は私には大切 な ことではない。(§40)

と棉 畑 の労 働 者 で も便 所 の掃 除 人で も、 その右 の頬 に親 しい接吻 を与 える。失

望 す る もの は この頸 にぶ らさがれ、重病人に助 けを齎 すのは自分で あ る。 健 康

人 に もなお必要 な助力 を贈 ろ う、 と彼 は万人 の味方 で あ ることを力説 す る。 こ

うして 「過 ぎ去 る もの も、止 ま る もの も一人 の こ らず考慮 」され る。(§43り わ

けて働 き人 が わが友 で あ る と して 、若 い機械工が一番親 しい、樵 夫 、農夫、漁師

7.Ibid.,§46.

8.〃rhαtSゐ ゆPuzzledα 彦Seα.



a

ホイ ットマンのイメヂャリィ(一)(81)

も仲 好 しだ と言 う。(§47)

この よ うに誰 れ か れ とな くわが 親 し き友 と見て、 こ うした愛す る人々 と、 彼

らの凡 ゆ る悲哀 と歓喜 とを理解す るものは只 自分 のみで あ り、 これ ら僚友 の詩

人 た るた るものは自分 を措 いて他に居ない と感ず る。
　

WhobutIshouldbethepoe七 〇fcomrades:2

これ こそ己 れ の使 命 で あ ると感 じて、私は人 の世 のために、 発明発見寄附行

為等 の方面では何一 つ貢献す ることが出来 なか つたが、 ただ僚友 のために大 気
ヨ

を通 じて響 く幾 篇か の歌 を遺す と言 う。

詩人 としては 自分 を どのよ うな タイプ と自認 して い るか を見 よ う。 「自己 の

歌 」に 「一 日一晩私 と共 にあれば詩 歌の根本義がわか る、 宇 宙 の 真 髄 が わ か

る」(§2)と 先 づ詩 は技 巧 で な い こと、 自然 の理の把握で あ ることを説 き・ そ

して他人や死者の眼 を通 して物 を見ず、 書籍 め化物 に養 われてはな らぬと提言

してい る。

Youshallnolongerta,kethingsatsecondorthirdhand,nor

Iook七hrough七heeyesofthedead,norfeedon七hespeetresin

books.(§2)

こ うした 自然 の歌 い手 で あ るか ら、 格別工夫 を こらす ことな く、 「時 と同 じ

く私の話 には初 め も終 りもない。1(§3)(前 述)の で あつ て 、 「私 は ただ 君 の舌

の役 目をす る。!(§47)と 凡 て の 人 間 の心 を思 うが ま まに 歌 う代弁者 を以て任

じて い る。

彼 は己れの詩に凡 ゆ る もの を取 り入 れ る。 外形 よ り内容 を重んず るので 、 詩

に月 並な定 ま り文句 を入れない。一切 の音響 を歌に入れ(§26)、 勝 者 の み な ら

ず 敗 者 の 為 の行 進 曲 を奏で(§18)、 肉体 を歌 い霊 魂 を歌 い(§21)、 暗黒 界 も彼

を通 じて 禁断 の言葉 が表 現 を もつ。

Copulationisnomorerank七 〇methandea七his.(§24)

性 交 と錐 も死 と同様 不 潔 で はな い。 併 し性 の問題 は彼 に あつて は、 屋内に於

1.Tゐese∫Singing加Spring.

2.NoLabor-SαvingMacんine.
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け る情 痴 愛 慾 の場 の所 謂 自然主義的 な描写 な どはな く、 永遠 に流 るる生命 の不

可欠 の一過程 として眺 め られてい るので あつて 、 それ故 に死が生命 の一位相で

あ ると同 じ意 味に於て讃 え られ るので あ る。

工swearIwillneveragainmentionloveordea七hinsideahouse.

(§47)

屋 内で の恋 や死 につ いて は二 度 と口に しない と誓つてい る。 そ して ただ外気

の中 に留 ま るもののみに私 自身を翻訳 して見せ よ うと言 う。 こ うして彼 は群集

の申 に朗 々として而 も断呼 たる自己 の叫び を聞 く。

(7)草 「自己 の 歌」 の結 び に近 く彼 は こ う歌つてい る。

私は私の愛す る草か ら再 び生 え出 るよ うにと私 自身を土 に遣贈す る、

若 し君が また私に会 いたとな ら君の靴底 の下に私 を探すが よい。(§52)

私 を草 とみて い るが 、 後 に述 べ るよ うに草は彼 の詩集「草の葉」を も象徴 して

い るので、私 に会い私の話 を聞 きたいな らば 「草 の葉 」を手 に とつ て 貰 い た

い。 「草の葉 」に触れ ることは即 ち私に触れ ることで あ る、 とい う訳で彼の有

名 な句が生れてい る。

Camerado,七hisisnobook, ユ
Whotouches七histouchesaman.

何 故 に私 を草 と看 倣 す か につ いて は、 後に草の イメヂを申心 として論ず る予

定で あ るので ここで は簡単に述べ る。 前 に も自 ら草の如 く素朴 な言葉 と形 容 し

た通 り、飾 らぬ粗野 な様 子、 どこにで も生 え而 も毎年春 とと もに芽生 える。 そ

の普遍性 と永遠性が 民主 主義詩 人 として の自己 を象徴す るのに相応 しいと見て

い るので あ る。殊 に大気の もとに歌 う詩人で あ る彼 は、 屡 々草の小道 をさまよ

い、 草 の上に横 臥 して思索 に耽 り詩想 を錬つてい る。 名 もな き一片 の草 も決 し

て卑小 な るもので はな く、 彼 に とつて は星辰 の運行に劣 らず完全で あ り而 も奇

蹟で あ る。(§31)「 自己 の歌 」の 冒頭 に一 本 の夏 草 を眺めなが ら彷復 す るとあ 。

るが、 これ は彼 自 身 の 姿 と見 て い ることで あろ う。屡 々現 れ るleavesof

1.SoLongノ'
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grassに ひ きか え、aspearofgrassと 珍 し く も単 数 に な つ て い る こ と も注

意 に 値 い す る。

(8漂 流 物 ・流 星 彷 裡 者 と して の 自 画 像 は 既 に 述 べ た の で あ るが 、 そ
ユ

の 「ひとつ所 に停 ま らず、あて もな くさ迷 う。」 のは何の為で あろ うか。「おお

私 ほ ど慌 しく出入 りす る ものはない、/汐 は何 ものか を探 し求 めて 倦 む こと も
ヨ

な く絶 えず忙がしく流れている、私 もそれと全 く同じなのだ。」「一切の物象が

何のために存在す るか も知 らぬ、/だ が私はそれを求めて念入 りに探すつ もり
ヨ

だ。」 と何 ものか を求 めてや まぬ彼 も、 「私は実 に何 もの も、只一 つの ことす ら
る

理解 しなかつた ことが わかつた。」と謙虚 な言葉 を吐 くこと もあ る。流石 の楽天
ら

家に も、「一抹の雲がかげ り、 何かわか らぬ恐怖が私の心 を暗 くす る。」と時に

心のか げ りのあることを示 し、 「私 もまた妙な思いが けない疑惑が私の中に湧
　

く の を 感 じ た 。」 と 次 の 如 く歌 う。

Thedark七hrewitspatchesdownuponmealso,

■hebest工haddoneseem,d七 〇me●blankandsuspicious.

Mygrea七 七houghtsasIsupposedthem,weretheyno七inreali七y

meagre?

ケ
Itookni七 七ed七heoldknotofcontrarie七y.

この第 三 行meagreの 後 にWouldno七peoplelaugha七me?と い う一

句 が この詩 が最 初 出 た1856年 に は あつ た 。 そ れ は1881年 に は削 除せ られ たが 、

初 版1855年 の 「自己 の歌 」lc-一一i点の疑 念 も表 われ て居 ない の に思い比べ る時 、

初版 に対 す る世間の罵署識諦 について 自己反省 が あつ た もの と見 られ る 。同 じ

く自己 反省 は他 に もあ る。 自分 は教 える詩 人の地位 を引受 け るのか、その地位

1.Poe彦5toCome.

2.ハ 「otHeαtFlamesupαn4Coη 」sumes.

3.TbαFoil,dEuropeαnRevolutionaire.

4.AslEわ ゐ,〔llωith診 んeOceαno∫Life,§2.

5.∠45theTime1)rα ω5Ni8h.

6.CrossingBrooklγnFerrγ,§5.

7.Ibid.,§6.
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は尊 くその条 件 は苛 酷な ものだ、 自分 は真 に民衆の一 人か、 真 にアメ リカを知
お

り尽 してい るか と自問す る。 そして
　

私 もせいぜい波打際に打あげ られた僅かの漂流物でしかない。

と歌い、偶々流星を見ては、 自分 も束の間だけ生 きる不思議な一人の人間と見

て、
ユ　

私 自身 も流 星の一で な くてなんで あろ う。
　ユ

と歌 う。心の安住 を思つて 「二 度 と放浪 はせ ぬ。」 とさえ言 うて も見 る。

併 しなお逞 しい彼 には これは一 時的な影で あつて、 「常に生 き、常 に死んで、
　

/… … 歎 きは しな い 、満 足 して い る。」と生 死の繰 り返 しが最善 へ進 む との信念

を失 はない。その意 味で ど ことで も彼 は楽天的で あ る。

第=期1

この期 の主 な る作品 はDrum-Taps;MemoriesofPresiden七Lincolnの

両 詩 群 とPassage七 〇India;SongoftheExposition等 で あ る。Drum-

Tapsは 戦 争 詩 で あ る。 奴隷 制 度 反対 は彼 の年来 の主 張で あつて 、清澄 の為 に

は醸酵 も必 要で あると見てい るので 当 然 戦 争 肯 定 の 態度 とな る。戦争 の初期

(1861)の 作Beαt!Beat!0剛 聯!やEighteenStxtor-・neで は 勇 ま し く太

鼓 を た た き行 進 曲 を奏す る。 併 し弟 の戦傷 を機 に無 暫な戦 場 の情 景 を目撃 して
ユ

か らは、 警鐘乱打 の手 をや めて、 「戦斗 を駆 りたて るよ り傷病 者 の世話 」をす

る志願看護人 となつた 。敗戦 、鰺 しい戦死傷 者の群 、 その手 当に狂奔す る軍 医

や看護 兵(彼 もそ の一 人)の 有様 がAMα ・chintheRanksHa・d-Prest,and

theRoadUnknoωnに 描 か れ て い る◎

こ うし た南 北 戦 争 参加 の体験 は、 ロマ ンティス トた るホイ 。トマンに勘 か ら

ず リア リス テイ クな傾 向を生ぜ しめ るに至 つた。 看護 人は冷静で な けれ ばな ら

8.BorBlueOntαrio'sShore,§12.

9.1{51Ebろ,dwithtんeOceαnoノ 五ife,§2.

10.】Pearso]ヂMeteor5(1859-60).

11.OMag・net.South。

12.0、 乙iving∠llωays,∠41ways1)ying.

1.11ゐeMound-Z)rθ55er,§1.
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ヨ

ぬ。胸は焔と燃 えていて も 「冷静な手で繍帯す る」必要があつた。

私は無感覚な沈着 さで屍の山の中を動 き廻 り、'時には発れた兵士か ら離れ
ヨ

て 前 線 へ と馳 せ つ け るの で あ つ た 。

手 当 す る もの の 態 度 と して は 、 跳 き苦 しむ もの と共 に 跳 く こ と は 許 され ぬ 。

対 者 と共 に 流 れ て は な らぬ 客 観 視 の 態 度 が こ こか ら生 れ る。 戦 前 の 詩 で は 殆 ん

ど見 られ な か つ た写 実 的 な 作 品 が 、 に わ か に 現 れ 出 し た 。 例 え ば 動 申 静 の 一 こ

ま とい うべ き戦 場 風 景 描 写 の 作 品 に はCavalrγCr・ssi・9αF・rd,Biv・uac・ra

αMountainSide,AnArnzγc・rpsontheMarch等 が あ り、平 和 な 農 園 風 景

を描 い た もの に はAFαrmPictureが あ る。 こ うし た対 象 客 観 視 の 態 度 に 基

づ い てmyselfか らono's-selfの へ の 転 換 が 生 じ た の で あ る。

LeavesofGrass決 定 版 開 巻 第 一 頁 「碑 銘 」 の 第 一 行 はono's。selfを 頬 め

る と あ る。 「自己 の 歌 」 の 第 一 行 はmyselfを 頒 め る と い うの で あ る。 そ し て

こ れ が 第 一 版 の 冒頭 に 掲 げ られ た もの で あ る。 こ のmyselfの ■ メヂ は 決 し て

彼 個 人 で な い こ と は 前 述 の 通 りでmyselfはyourself或 はhimselfで もよ い

の で る。 併 し 「君 の も の は 私 の もの 」 と い う表 現 は 、 こ の 期 に 入 つ て の 「大 衆 」

と い う言 葉 よ り もよ り具 体 的 で あ る。myselfはone's-selfの 代 表 と し て 挙 げ

られ て い る。 否myselfを 通 じて 始 め て そ れ に 連 が る他 を 考 え 、無 尽 の 縁 起 に

考 え及 ん で い る。 即 ち最 初 か ら 自己 を離 れ てone'S-selfに 思 い 到 つ て い な い。
る

戦争体験か ら来 る客観視 の態度 を埃 つて始 めてone's-selfと い う言葉 が用 い ら

れ た ので あ る。根本的 には同一 の思想で あるこの両詩の間に この作者 の描写 の
'

態 度 に於 け る変 化 が 見 られ る。 そ れ は主 観 よ り客 観 へ の 動 きで あ り、 対 象 に つ

い て 言 え ば 具 体 よ り抽 象 へ の 進 み で あ る 。

(1)斗 い の 詩 人 私 自身 を申 心 に 考 え る こ とが 少 くな つ た 為 に 、 彼 の 描

写 的 な 自己 の イ メ ヂ も直 接 的 の もの は 数 少 な い 。 詩 を歌 う自身 を説 明 し て 戦 争

2.Ibid.9§3.

3.OldMar■Dreαms.

4・ この語 の用い られ た詩は(?uicksαndYeαr5(1865);SmalltheTherne(ゾmy

Chαnt(1867);One,s・SelfISing(1871)等 で あ る。
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申 の もの と して は 「無 気力な押韻詩 を私に求 めるなかれ …・・私は戦 争が生 れた
ら 　

のと同じものか ら生れた。」戦後の ものとしては 「西部で謳 う新 しい詩聖」等が

ある。戦のはげしさも平和克復後の西部彰脹の逞 しさも、 我が詩のなかに盛 り

あげんと、旺んな る意気を示 している壮年期の彼 を偲ぶことが出来 る。

併 しこの期の うちに も幾分の懐疑はある。 永久に繰 り返される斗争や周囲の

浅ましき群衆を思い、それ らと自己の連が りを考 えては、「私ほど信なき者が何

処に居 るであろ う、」と自問 し、 「生命は存続 し、力強い芝居が演 じつづけられ
　

るのだ。」 と自答 してい る。

次 に自己 の比喩 的な イメヂ を見 る。

(2)鍵 魂 ・愛 ・棘 自己 の描 写 的 イメヂ も乏 しい この期 に於て は、 それ

に応ず る如 く比 喩的 イメヂ も数少 い。
　

私 は愛で ある。
　

偉大な神 こそ私だ。
り

私 こそ 普 遍 的 な 霊 魂 。

の 三 者 が 見 られ るだ けで あ つ て 、 而 も こ の三 者 は 彼 に 於 て は 究 極 に 於 て 一 如 で

あ る。 こ の イ メヂ は 私 と私 の 魂 と し て 第 一 期 に も現 れ て い る。 尤 もそ こで は 直

接 に 普 遍 的 な魂 の イ メ ヂ と して は 挙 げ られ て い な い が 、ideaと して は 繰 り返 し

述 べ られ て い る もの で あ る。 これ はselfの 抽 象 化 で あ つ て 、言 い 換 えれ ばmy

so・11か らsoul-一 般 へ の 発 展 で あ る。 「印 度 へ の 航 路 」 に 用 い られ て い るSOul

は22例 で 、 そ の 中myを 冠 す る もの 僅 か に2例 で あ る こ と は 注 意 を 要 す る。

こ の 期 で 彼 の心 を捉 えて い る最 大 の テ ー マ は 死 生 の 問 題 で あ る。 戦 争 に よ る

霧 しい 死 の 場 面 に 直 面 し た彼 と して は 当 然 で あ り、'彷f皇 す る魂 も現 実 の 死 に 暫

し飛 翔 の 羽 を ひ そ め て い る感 じ で あ る。 併 し 根 本 的 な 霊 魂 に つ い て の 考 え は 少

し も揺 が ず 、 イ メヂ と して は 反 つ てconcre七 〇 に 私 は 霊 魂 、 愛 、 神 と言 い 切 つ

て い る。

5.ToαCertαinCiviliαn.

6.Proua/lfusicOLノ'theStorm,§5.

7.OMe!OLife!

8.9.10.ChαntingtheSquαreDeific.
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こ の 期 の 終 り1871年 の 作 に 「博 覧 会 の 歌 」が あ る。 第 四 十 回 博 覧 会 を 記 念 し

て 、 科 学 の 発 達 に よ る近 代 産 業 の 躍 進 と祖 国 ア メ リ カ の 繁 栄 振 りを謳 歌 し て い

る。 そ して 欧 洲 的 宮 廷 ロマ ン ス の 時 代 は 過 ぎた と新 大 陸 へ 詩 神 を 招 か ん .として

い る。 新 し き詩 題 の 豊 か さ を 讃 えて 得 意 の羅 列 は あ る。 が 併 しそ れ は 客 観 的 説

明 的 の もの で あ つ て 第 一 期 の 如 くca七alOgueに 続 き、 或 は そ の 中 に 踊 る 自己 の

行 動 の イ メ ヂ が 伴 つ て い な い 。 これ は 空 想 の 翼 の衰 え を示 して い る。 同 じ年 の

作 「コ ロ ン ブヌ の祈 り 」 に 、 壮 年 時 代 冥 想 的 で あ つ た コ ロ ン ブス が 、 今 は 老 い

て 貧 し く半 身 不 随 、頭 脳 もぼ や け て い る と次 の如 く歌 つ て い るが 、そ れ は そ の ま

ま に 数 年 後 の 彼 自身 に あ て は ま る 。

Thouknowes七mymanhood,ssolemnandvisionarymedi七a七ions,

01d,poor,and'paralyzed・ … ・・

Myhands,myIimbsgrownerveless,

皿ybrainfeelsrack'd,bewilder,d.

これ はMcKay1900版 に よ れ ば1871年 の 作 で あ つ て 、偶 然 の 暗 合 で あ るか 、

或 は 詩 入 は 予 言 者 で あ る と い う こ とが 立 証 さ れ る 訳 で も あ るがCen七enary

Editionで は76年 で あ り、ModernLibrary版 に 依 る と74年 で あ る の で 、 こ

　ユ

れ 等 に 依 る と この コ ロ ム ブ ス は ホ イ 。 トマ ン 自 身 の ・イメ ヂ と な る。

同 じ く1871年 にSpαrklesfr・mtheMheelが あ り、 旺 盛 な る 想 像 力 を 以 て

流 動 し続 けて い た 自 分 の姿 を 淋 し く振 り返 つ て い る。、そ し て そ の 翌72年 に は逞

し い 空 想 力 をwild七rumpoterに 見 た て て 、 私 に 刺 戟 を与 え希 望 を 再 生 せ し め

よ と歌 つ て い る。

Thysongexpandsmynumb'dimbon、dedspiri七,七houfrees七,

ユ　
launches七me.

Singtomysoul,renewi七slallgu.ishingfai七handhope,

11.GW.AIIen:恥Z彦U77hitmαnHanabookのChronologicalTable.1874年 の 部

にIn``PrayerofColumbus,,thepoetidentifiedhimselfwiththe``battered,

wreckedoldman,,と 記 し て あ る 。

ユ2.The!吻5ticTrumpeter,§3.
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閾Ro
useupmyslowbelief,givemesomevisionofthefuture,

　さ
(}ivemeforonceitsprophecyandjoy.

」

第 三 期

(D下 リ坂 の 旅 人 ・-pt一斑 鮎1873年 、 ホ イ ッ トマ ンが54才 の一月 に中 風

症 を発 し職 を退 いて 第一次 の遺書 を作つ た。 この年母 を も失つ た。其後病状 は

一 進一 退、 時に講演旅 行 に出か け られ る程 回復 した こと もあ るが、貧 と病 とに

よ る窮迫 の生活 に入 ることとなつた。 詩作 は残年 まで続 け られ るが も早想像 の

翼 にのつて飛 ぶ わが姿 を想 うことは出来 ない。

この期 の最初 の発表 はS・ngoftheRedw・ ・aTree(1874)で あ るが 、 死 に

瀕 す る杉 の 巨木 の 叫 びで あ る。 それ はカ リフオル ニヤ地 方の発展 を謳 歌す る も

ので、西部 の発展、新 しい時代 、 新 し い 社 会 の 到 来 を祝福 してい るので あ る

が 、一面 世代 の転変 を癖感す る病後 の哀感が ただよつてい る。

Farewellmybre七hren,

Farewe110e,a,]此handsky,farewellneighboringwaters,

Mytimehasended,my七ermhascome.(§1)

開 拓 者 の 斧 に 倒 れ て 、 さ らば 兄 弟 よ 私 の 時 は 終 つ た と い う巨 木 の声 は 、 そ の

ま ま ホ イ ヅ トマ ン の心 境 を伝 え た もの で あ ろ う。

心 身 の衰 え を感 じて は 下 り坂 の 申 年 期 に あ る旅 人 と己 れ を 見 て 、

Atravelerof七hough七sandyears,ofpeaceandwar, 　
Ofyou七hlongspedandmiddIeagedeclining.

と もろ もろ の 想 い 、平 和 と戦 争 、 過 ぎ去つ た青年 の 日を思 うて い る。 壮ん な 日

には宇宙 の宏大 に も讐 えた彼 自身 の逞 しい魂 も、 とみに意気衰 えて 自己 をだ漠

た る世界 のただ一斑点 と見て謙虚 に歌 う。 ヨ
N【yselfasl》eck,,apoin七 〇n七heworld'sfloatingvast.

13.Ibid.,§8.

1.Ouげb瀦BehindThi5Mαsk.

2.TotんeMan一 げ 一Mαr-Bird.
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(2)タ 陽1880年 代に入つてか らの詩に表われた彼 自身のイメヂは、詩

の長旅 をまきに終 らんとする姿である。 年来の主張の如 く死生一如 と欣然 とし

て死を享け容れんとする態度である。若 き日に種子を蒔 き、 その芽生 え成長 を

楽 しんで きた草の葉が、繁 り栄 えて次第に人々の心の申に新 しき根を張 り或は

種子をおろし始 めている。 畢生の仕事の結実を祈念し予想する明るい態度が見

られ る。 「私 自身の夕暮に備 え一一私の長 く曳 く影に備 え、/私 の星 きらめく
ヨ

夜 に備 える為に、」と自己の夕暮に備 え太陽よ光を与 えよと希 うが、やがて 「太
る

陽 はいま沈 んだ、私 もまた姿 を消すで あろ う。」と身 を夕陽 に讐 えて い る。 この

よ うな落 日のわが身 の イメヂにば更 に次の如 きものが ある。

(3)落 葉 木 ・感 謝 を捧 げ る兵 士 、 族 人 詩想の衰 えを冬近 き日の梢 にま

ば らにかか る木 の葉 と見、 私 自身 を野原か果樹 園の、す つか り葉 を落 した立 木

に讐 えてい る。

Youlingeringsparseleavesofmeonwinter-nearingboughs, ヨ
andIso】anewell-shorntreeoffieldoro警chard-row;

69才 の 六 月 に は ま た一 時 病 が 篤 か つ た 。 そ れ で そ の 年 を 送 る歌ACar・Z

CIosingSixtor-nine}こ

Thebodywreck,d,01d,poorandI)aralyzed一 七hes七rangein七ertia

fallingpalI-1ikeroundme,

と 、 肉 体 が 老 い 衰 え 半 身 不 随 と な り異 常 な 無 気 力 が 棺 布 の よ う に 降 りか か る と

病 状 を 訴 え て い る が 、 直 ち に 語 を 継 い で 、

Theburningfiresdowninmysluggishbloodnotyo七ex七inc七,

Theundiminish,dfai七h・ 一一七hegroupsofIovingfriends.

と不活濃な血液の底にまだ衰 えぬ火、 魂の結 び合いによる愛の信仰の火が燃 え

さ か つ て い る と歌 う。

70才 に な る と前 年 の 重 態 か らや や 回 復 した が 、 歩 行 が 出 来 な くな つ て い る。

3.ThouOrbAlげ'Fu〃 ・Dαzzling.

4.Tωilight

5.YouLingeringSparseLeαvesげMe.
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長 い 詩 の 旅 を 振 り返 つ て 、 自己 の 心 身 の 成 長 に 直 接 又 は 間 接 に か か わ りの あ つ

た 過 去 の 一一切 に 感 謝 を 捧 げ る。 そ れ は 戦 い 終 へ て 立 ち 戻 つ た一 兵 士 、 或 は 長 旅

終 え た 旅 人 の喜 び の 感 謝 で あ る。

Assoldiersfromanendedwarre七urn'd-一 一Astravelerou七

myriads,to七helongprocessionre七rospec七ive 　
Thanks-Joyfulthanks!一 一一asoldier's,traveler's七hanks.

こ の 心 静 か に 暮 す 態 度 は 、 病 ん で 老 い 衰 えて は い るが 、 こ こ に 坐 つ て 物 書 き

お れ ば 、 年 来 の 不 平 も苦 痛 もな ぐ、 不 快 な 気 欝 や 倦 怠 も 日毎 の 歌 に 濾 さ れ て ゆ
　

く、 とい う歌 に も表 われてい る。 併 し この安 らか な心境の うちに も、病 める身

の未来 に対 す る些か の懸念 はひそんで いて、 「近づ き来 る不 可思議 な るもの、
　

御身 の朦朧 として定か な らぬ影 御身 の齎すは生か、死か、」この上 の麻痺症

か、それ と も静 かな大空 と太 陽か、 手早 く片付 け るのか、それ と もこの生気 の

ないまま放 つて置 くのか とわが70才 に訊 ねて い る。

(4)死 近 き我72才 の作 で あ る 「わが 空 想 よ 、 さ らば」詩群 の序 に、 近

層年中風
に罹 つて老 いぼ け、 刈込 まれた羊か、貝類の よ うに手足 も出ない状 態に

なつてい るが、 これは明か に南北 戦争当時、 余 りに熱心 に傷病兵の看 護 に当つ

た結果で あ ると自 ら記 して い る。Raneyの 消 え去 つ た わが身 を確 認 し て い る

この詩群 の申 には、 病 の小康 を得 た晩年 の小春 日和 を楽 しむ感懐 も随所 に表 わ

れてい るが、大体 は死近 き意識 が溢 れて い る。 この申 にL.・fG.'5Purp・rt

とい う 「草 の葉 」の意 図 を詠 ん だ ものが ある。 成熱 した青年期か ら始 めて 追求

の手 をゆ るめず、 さす らい と凝視 をつづ けて、 戦争、平和、昼 と夜、一切 を取

り入 れ、暫 しの間 もわが仕事 を棄て ることな く、 今 ここに病 んで貧 し く老齢 の

うちに仕事 を終 える、 と自伝 の抄 を与 え、その詩 の終 りに、

・To .dayshadowyDea七hdogsmysteps,mysea七edshape ,andhas

foryears-

6.ThanksinOldAge.

7.AsISitMritingHere.

8・Queries`・1匠 γSeventietゐ γεαr.
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Drawssome七imesclose七 〇me,asface七 〇face

と 幻 の よ うな 死 が 足 跡 を つ け 、 坐 る姿 を 追 つ て い る 、永 年 そ うや つ て い た の

だ 、 時 に は 顔 向 き合 せ る よ うに傍 近 く寄 つ て 来 る、 と歌 う。 死 を凝 視 す る趣 は

詩 群0工dAgeEchoesに 属 す るZ)eath・sValleyに も現 れ て い る。 これ は 依 頼

に よ つ て(}eorgeInnessの 油 絵``TheValleyof七heShadowofDea七h,'

に 題 す と して 歌 つ た もの で あ るが そ の 申 に 次 の 句 が あ る。

お お 死 よ 、 私 自 身 も永 い 間 御 身 の 間 近 か で 、

御 身 の 静 か な 想 い の中 で 、 呼 吸 を 続 けて 来 た 。

以上 自己の イメヂを三期に分 けて解説したのであるが、各期を通じ特に著 し

い特徴 と思われる点を重ねて一二附言 したい。 それは既述の如 く第一期に於て

は想像の申の私に行動 を伴 う描写的 イメヂが甚だ多いことである。 「自己の歌」

特 にその §31並 に §33に 於 ける如 く、万物 との関連を説 くためにはその対象を

自ら追いかけ廻 した り、或はその事件の場に居あわせた りす る。(第 一期第4項

参照)。 この行動性は 「自己の歌 」以外にも少 くない。'

私は寝床か ら寝床へと訪ねる、 私は順々に他の眠 る人 々の傍近 く眠る。

私は他の夢みる人々の凡ての夢をわが夢の中に見 る

そ して私は他の夢みる人達にな りきるのだ。

TheSleepers.

若 し君が店で 仕事 を して居 るな らば 私 も同 じ店で君のそば近 くで仕事 をす

る。

若 し君が食卓で大 いに飲 むな らば私 はその食卓 の向い側で大 いに飲 む。

ASong・.ノ『OrOCCUPPαtions,§1.

私 は幼 な子 と共 に母 の胸 に抱 か れ

・泳 ぐ者 と共 に泳 ぎ、相摸 とる ものと相摸 を と り、 消 防隊 と共 に駆 ける。

JSingtheBo4yElectric,§2.

これ らは 第一 版 か ら現 れ て い る もので あ るが、 其他 この期 に属 す る ものには

次 の如 き句が ある。

、
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私は本のページのなかか ら現れて君の両腕のなかへ飛び込む 死が私を

喚び出すのだ。1

SoLong!

南方 では フロ リダ の海辺 に 冬 をお くる霧 しい海鴫 と共に翼 もゆ るやか に飛

び交い哺 き叫ぶ、

私 は春の水 と一緒 に笑い さざめ き小 躍 りし乍 ら流れてゆ く、

OurOldFeui〃 αge.

私 は貝 掻 き と鋤 と鰻 突 きの魚択 を もつて ゆ く、

汐 は退いたか。私 は干潟 で蛤掘 りの仲 間に加 わ る。

ASOπgofJoγS.

私 は世 界 の諸 都市 を見 て 、 随意 に 自分 をそれ らの一部 とす る、

私は生粋 の巴里つ子 だ。

私は凡ての都会に降 りたつ、そして再びそれ らの都会か ら起 ち上 るl

sαlutatSMonde,§9.

汝 、 風 よ 、 私 は 君 と一 緒 に 吹 きま わ つ た と思 う、

汝 、 水 よ、 私 は 君 と一 緒 に 凡 ゆ る岸 辺 を撫 で ま わ つ た、

日 の 光 や 熱 の 透 る都 市 は 凡 て 私 が 自 か ら浸 透 す る、

鳥 の 通 う凡 て の 島 々 へ 私 自か ら翔 つ て ゆ く。

1bid.,§13.

こ の よ うに種 々相 を写 す に も彼 自体 が 動 き廻 つ て い る。 只 一 つ 自 分 の 立 場

を 動 か さず 四 囲 を 見 廻 わ して 種 々相 を描 い た も の に は 、 河 を 渡 り つ つ 眺 め た

Cros5ingBrooklynFerrγ,§3が あ るの み で あ る。

第 二 期 に 於 て は 上 の よ うな 行 動 性 が 影 を ひ そ め た わ けで は な い が 、 非 常 に 例

が 少 くな つ て い る。 例 え ばAMarchintheR(r・nksIlard-Prest,andtheRoαd

Unknownの 中 で 、 戦 斗 の 思 出 を偲 び 乍 ら、 傷 病 兵 の 姿 を 想 い 、 臭 気 を 感 じ、
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だ が先 づ私 は死 にか か つて い る少 年を覗 く・ 彼 は眼 を開 き力な く微笑 を私

に向 ける。

やがてその眼は閉 じる、 静 かに閉 じる、そ して私 は闇 の中へ と急 ぎ出か け

る。

と歌 う。又Fr・mPaumαnbkStαrtinglFlylikeαBiraに 於 て は 万 有 の想

い を歌 うた めに天 駆 けると言い、

北極 の歌 を うた うために北 の空 に飛 び、

カナダ を身 の中に摂 り入れ るために カナダ に到 る。

と歌 うが、観 念 的 で あつ て 自己 の イ メ ヂの飛 翔 は 見 られ ない。TheLast、

Inv・cati・nに 於 て 、 い まわ の時 に音 もな く私 をkり 出 させ よ とあ るが 、 そ れ は

堅 固 な肉体 の城砦か ら脱出す る魂 を 考 えて い る の で あ る。即 ちmysoulと

SOu1の 合体 を描 いて い るので あつて それ は死 の問題で あ る。 又MhenLilac

LastimtheDoorγardBl・om'a,§L14!.で は 、私 た ち三 人 の道 つ れ 一 死 のtho-

ugh七 とknowledgeと 私一 を小 鳥 が享 け 容 れて くれ たのだ とい う句が あつ

て 、 私 の イメヂを捉 え られそ うであ るが、 これ も死が中心 の問題 で あ るた めに

私個人 は影が薄 いのであ る。'

この よ うに第二 期 の 自己 の ・イメヂ に於 ける行動性は 第一期 に比 し著 し く減少

して い る。死 の事実 の客観視 によ る写実的 な態度 の発生 によ り、 空想 的な行動

性が失 われたので ある。 同 じく 「私 は神で ある」との イメヂ も第一期 では個人

の霊性 を尊重 す る余 り 「私は神に劣 らぬ」 の意 を表 わ して い る。そ こで は内在

的 な神観が有 勢であ る。併 し第二期 では 「私は神 で ある」 とは、 神(超 越 神 と

して)の 如 しとい うのである。 この神観の稚移が行動性に禦肘を加えていると

考 えられる。

第三期に於ては、 老人としての回想的な要素のみが多く現れていて、青壮年

期に於 ける如 きロマンテイクな自己の姿の動 きは全 く見 られない。 要す るに自

己のイメヂの変遷の要因は、 第一期か ら第二期への移 りに於ては戦争の体験に

よる精神的な ものであ り、 第二期か ら第三期への移 りに於ては重病による肉体

的なものであると見 ることが出来 る。
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既 に 述 べ た よ うに 、 ホ イ ッ トマ ン は 自 ら、-「 この 書 物 に 触 れ る もの は 人 間 に

触 れ る の だ 。 」 と歌 い 、 「草 の 葉 」即 自 己 た る こ と を言 明 し て い る。G.W.

AIIen(op.ci七.)も 「ホ ィ 。 トマ ン は 、己 れ の 詩 集 と の 一 体 化 に 全 力 を 傾 注 し

た 、」 と 評 す る。 若 し そ の努 力 が 成 功 して い る とす れ ば 、彼 自 身 の イ メヂ の 追 求

は 、 た だ に 「草 の葉 」全 体 の イ メヂ ャリィ把 握 の 鍵 を 授 け る ば か りで な く、 「草

の 葉 」 の イ メ ヂ ャリィそ の もの を 捉 え た こ と と な るで あ ろ う。 併 し 自己 の イ メヂ

が 「草 の葉 」 の イ メヂ ャリィに 於 て の 一 部(た と え主 要 な もの で あ つ て も)で あ

るか 《 或 は そ の イ メヂ ャリィ全 体 と 同 等 又 は 平 行 の もの で あ るか は 、 自己 以 外 の

主 要 な イ メ ヂ を検 討 し た 後 で な け れ ば 、 に わ か に 断 ず る訳 に は い か な い 。 これ

に つ い てArthurE.Briggsが そ の 著Maltll7Thitman,ThinkerαndArtist,

(P.21)に 於 てHowmuehofWhitman'sbookwashimself?Onlyhis

idealselfwasin七entionallyinscribed七here.と 評 し て い る言 葉 は 聴 くべ

き もの で あ る と 思 う。

(本 研究 は昭和29年 度文 部省科学 研究 助成補助金 に よ る研究成 果 の一 部 で あ る。)




